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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における二次電池業界は、中長期的には電動工具・定置用蓄電池向けを含んだ民生向け

用途の新規展開や各自動車メーカーにおける新車種販売の活発化と大気汚染など環境改善を急ぐ中国の大型車両

の電動化促進などによる環境対応車向け用途の本格的な需要拡大があるため大きな期待がもたれております。し

かしながら、足下では大手電池メーカーで発生した大規模クレームの影響や中国国内での補助金政策の影響によ

り一時的には不透明な状況となっております。 

このような市場環境の中、第２四半期累計期間まで堅調に伸張してきた当社全体の販売数量は、第３四半期会

計期間において上記記載の当該電池メーカーの大規模クレームの影響による大幅な受注調整が生じたこと、及び

中国国内補助金政策の影響を受けた関連顧客の計画変更が生じたことにより調整局面を迎えました。このため当

第３四半期累計期間の当社全体の販売数量は、前年同期と比較すると15.3％の増加に留まりました。 

これまで業績に大きく影響を及ぼしておりましたニッケル及びコバルトの国際相場に関しては回復傾向にある

ためその影響は小さくなっておりますが、当第３四半期累計期間を通しては未だ足下の相場が反映される売上高

に対し売上原価となるたな卸資産の価格が高く推移する状況が改善してはおらず、71百万円の損失を余儀なくさ

れました。また為替に関しましても円安方向に戻りつつあるものの、第２四半期まで続いた急激な円高進行の影

響により為替差損56百万円を計上しております。 

以上の結果、売上高9,930百万円（前年同四半期比13.4％減）、営業損失431百万円（前年同四半期は営業損失

183百万円）、経常損失608百万円（前年同四半期は経常損失283百万円）、四半期純損失は596百万円（前年同四

半期は四半期純損失125百万円）となりました。 

主要な品目別の概況は以下のとおりであります。なお、当社は二次電池事業の単一セグメントであるため、セ

グメントごとに記載しておりません。 

「リチウムイオン電池向け製品」 

前年同期比で7.5％増加となりました。用途別の増減は次のとおりであります。 

①民生用途について、主要顧客よりの大幅な受注調整の影響を受けて前年同期比で8.2％増加に留まりまし

た。 

②環境対応車用途については、新規顧客への販売が順調に推移しておりましたが、中国国内補助金政策の影響

を受けた顧客からの受注量見直しの影響により前年同期比で6.3％増加に留まりました。 

「ニッケル水素電池向け製品」 

前年同期比で43.2％増加となりました。用途別の増減は次のとおりであります。 

①民生用途について、販売数量自体は他の製品分野と比較すると限定的ではありますが、海外顧客からの受注

量が継続して増加しており前年同期比で52.4％増加となりました。 

②環境対応車用途について、主要顧客の一過性の受注減少が終了し回復基調となったことにより前年同期比で

39.0％増加となりました。 

（ご参考） 

    （ニッケル国際相場：円換算）                           （単位：円／ｋｇ）

  ４～６月平均 ７～９月平均 10～12月平均 １～３月平均

 29年３月期 962 1,062 1,194 －

 28年３月期 1,594 1,299 1,154 990

 27年３月期 1,904 1,948 1,825 1,722

    （コバルト国際相場：円換算）                           （単位：円／ｋｇ）

  ４～６月平均 ７～９月平均 10～12月平均 １～３月平均

 29年３月期 2,646 2,810 3,360 －

 28年３月期 3,727 3,674 3,119 2,780

 27年３月期 3,230 3,488 3,619 3,688

     ※ ニッケル LME（ロンドン金属取引所）月次平均×TTS月次平均

       コバルト LMB（ロンドン発行メタルブリテン誌）月次平均×TTS月次平均
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（２）財政状態に関する説明 

 当第３四半期会計期間末における総資産は前事業年度末比5,293百万円増加し、17,758百万円となりました。

 その主な要因は、流動資産が5,791百万円増加した一方、有形固定資産が500百万円減少したことによるもので

あります。

 負債は、前事業年度末比685百万円減少し、9,964百万円となりました。その主な要因は支払手形及び買掛金が

286百万円、借入金が154百万円、その他の流動負債が138百万円減少したことによるものであります。

 純資産は、第三者割当による新株式の発行による増加、四半期純損失を計上したことによる減少等により前事

業年度末比5,979百万円増加の7,794百万円となり、自己資本比率は43.9％となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

本日別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」において、平成28年11月11日に公表いたしま

した平成29年３月期の通期業績予想を修正いたしましたのでご参照ください。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる四半期財務諸表に与える影響額は軽微であります。
 

（３）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期会計期間から適用しております。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

当社の株式会社三菱東京UFJ銀行を主幹事とするシンジケートローン契約（当第３四半期会計期間末借入金残高

7,018百万円）に対しては以下の財務制限条項が付されております。 

①平成28年３月期以降に終了する決算期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額を、平成27年３

月に終了する決算期の末日における単体の貸借対照表の純資産の部の金額（1,610百万円）の100％の金額以

上にそれぞれ維持すること。 

②平成29年３月期以降に終了する決算期における単体の損益計算書上の経常損益が２期連続して損失とならな

いようにすること。 

③平成25年３月28日付プレスリリース「住友化学株式会社との資本業務提携契約締結及び第三者割当による新

株式の発行に関するお知らせ」２.(２)に記載された「業務提携の内容」に変更が生じた場合（解消された場

合を含む）には、全貸付人に報告し、シンジケートローン契約の義務の履行に重大な悪影響を及ぼすと多数

貸付人が判断し、指示された場合には事業計画書を策定し、事業計画の実行・維持等に係る条項について全

貸付人と協議し、３ヶ月以内に協議を整えること。 

上記、財務状況の中、当社は平成24年３月期以降５期連続で営業損失を計上し、当第３四半期累計期間において

も431百万円の営業損失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在して

おります。 

当社は、このような状況を解消するため、以下の対応策への取り組みを計画及び実施しております。 

１．リチウムイオン電池及びニッケル水素電池向け材料事業の最適化 

①民生用途及び環境対応車用途のリチウムイオン電池向け新製品が本格的に販売に寄与し始めていること等に

より販売数量は増加してきております。その増産に際しては既存設備を最大限活用することで設備稼働率の

向上を図ってまいります。 

②安定した品質力の更なる向上及び徹底した合理化の追求を図ってまいります。 

２．コスト競争力の強化 

①製品の主原料であるニッケル、コバルト及びマンガン並びに補助原料、包装材料の調達コストの削減を図っ

てまいります。 
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②既存設備の生産効率の向上及び製法・工法を含めた低コスト設備開発による設備投資金額の削減を図ってま

いります。 

③不良品の発生抑制及び在庫管理の徹底による生産効率の改善を図ってまいります。 

④役員報酬の削減及び従業員の賞与削減、並びにその他の固定費の削減を図っております。 

なお、当社は、住友化学株式会社を割当先とした第三者割当による新株式の発行を行い、平成28年10月31日に住

友化学株式会社の子会社となっております。これにより当社は、財務状況の健全化及び資金調達力の強化が図られ

ると共に、住友化学株式会社からの役職員の派遣等を通じた人材の交流や、経営ノウハウの注入等により、技術、

製造、販売、購買等の各分野での一層のシナジー効果が実現されると考えております。 

以上の対応策を講じ、早期の営業利益の黒字化を達成し、当該重要事象等が解消されるよう取り組むことによ 

り、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断しております。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,893,288 2,152,624 

受取手形及び売掛金 1,868,494 1,239,493 

電子記録債権 251,696 191,855 

商品及び製品 921,503 1,070,349 

仕掛品 1,224,484 1,000,601 

原材料及び貯蔵品 392,854 808,549 

関係会社預け金 － 7,000,000 

その他 313,662 193,904 

流動資産合計 7,865,984 13,657,378 

固定資産    

有形固定資産 4,471,442 3,971,200 

無形固定資産 17,166 15,821 

投資その他の資産    

その他 111,369 114,987 

貸倒引当金 △451 △451 

投資その他の資産合計 110,918 114,536 

固定資産合計 4,599,527 4,101,558 

資産合計 12,465,512 17,758,937 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,264,398 1,978,188 

1年内返済予定の長期借入金 309,000 433,500 

未払法人税等 22,349 20,768 

引当金 45,691 49,182 

その他 678,276 539,985 

流動負債合計 3,319,715 3,021,624 

固定負債    

長期借入金 6,864,494 6,585,494 

引当金 23,045 3,492 

その他 442,609 353,497 

固定負債合計 7,330,148 6,942,484 

負債合計 10,649,864 9,964,109 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,492,521 5,779,021 

資本剰余金 － 3,286,500 

利益剰余金 △685,384 △1,281,935 

自己株式 △2,015 △2,015 

株主資本合計 1,805,121 7,781,570 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 10,526 13,256 

評価・換算差額等合計 10,526 13,256 

純資産合計 1,815,648 7,794,827 

負債純資産合計 12,465,512 17,758,937 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 11,472,437 9,930,855 

売上原価 10,771,179 9,402,480 

売上総利益 701,257 528,374 

販売費及び一般管理費 885,220 959,958 

営業損失（△） △183,963 △431,583 

営業外収益    

受取配当金 2,985 1,619 

その他 10,333 5,724 

営業外収益合計 13,318 7,343 

営業外費用    

支払利息 78,601 64,380 

為替差損 21,010 56,413 

株式交付費 － 58,631 

その他 13,484 5,059 

営業外費用合計 113,096 184,484 

経常損失（△） △283,740 △608,723 

特別利益    

補助金収入 38,120 48,200 

投資有価証券売却益 154,590 － 

特別利益合計 192,710 48,200 

特別損失    

固定資産売却損 － 2,106 

固定資産除却損 804 77 

固定資産圧縮損 25,668 33,731 

特別損失合計 26,473 35,915 

税引前四半期純損失（△） △117,504 △596,439 

法人税、住民税及び事業税 7,966 99 

法人税等調整額 △75 11 

法人税等合計 7,890 111 

四半期純損失（△） △125,394 △596,550 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成28年10月31日付で、住友化学株式会社から第三者割当増資の払込みを受けました。この結果、当第

３四半期累計期間において資本金が3,286,500千円、資本準備金が3,286,500千円増加し、当第３四半期会計期間末

において資本金が5,779,021千円、資本準備金が3,286,500千円となっております。
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